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令和２年第３回北海道議会定例会 予算特別委員会（知事総括） 開催状況（経済部観光局）

開催年月日 令和２年９月３０日
質 問 者 日本共産党 菊地 葉子 委員
答 弁 者 知事

質 問 要 旨 答 弁 要 旨

二 観光政策等について
（一）パンデミックとカジノを巡る状況の変化等につ

いて
（菊地委員） （知事）
カジノの問題ですが、コロナウイルスのパンデミッ 海外のＩＲ施設の状況などについてでありますが、

クのリスクの下で、密室に客を詰め込む典型的な「３ 今年２月以降、営業を停止していたカジノ施設は、感
密」状態のカジノに客が戻ってくるのかは全く不透明 染防止対策の徹底のほか、収容人数の制限を設けた上
です。頼みの綱のインバウンドの回復に今しばらく時 で、順次、営業を再開しているところでありますが、
間を要すると分科会で経済部は答えていますが、カジ 現時点において多くの施設で前年度の売上げを下回っ
ノを巡る状況の変化と今後の見通しについて、知事は ている状況にあると承知をしております。
どのように考えているのか伺います。 一方、国においては、現在、ＩＲ整備のための基本

方針の決定に向け、ギャンブル等依存症対策の充実や、
感染症対策を含むＩＲ施設の安全の確保に関する議論
を行っているところでございます。
道としては、国内外の感染症の状況はもとより、Ｉ

Ｒに関する需要や、国における基本方針の検討状況な
ど、今後の動向を注視してまいる考えであります。

（二）カジノを巡る収賄事件等について
（菊地委員） （知事）
事業参入を狙う事業者からの収賄罪で秋元司衆院議 ＩＲを巡る事件についてでありますが、先日、道内

員が起訴され、加森観光の前会長・北海道観光振興機 観光会社の前会長に対し、有罪判決が言い渡されたこ
構の元副会長が贈賄の罪で有罪判決を受けています。 とは、大変残念なことと受けとめており、信頼回復に
カジノが生む利権構造に不信が高まっていると考えま 努めていただきたいと考えております。
すが、知事はどのように受け止めているのか伺います。 現職の国会議員の件については、刑事裁判の係属中

であることから、その推移を注視しているところであ
ります。
いずれにしても、道としては、ＩＲを含め民間事業

者による大規模施設などの誘致にあたっては、公平か
つ公正な事業者の方々への対応が強く求められると認
識をしております。

（三）健全な復興めざしカジノ断念について
（菊地委員） （知事）
世界の医療関係団体が５月の末に、20カ国・地域首 ＩＲに関する今後の取組についてでありますが、本

脳にあてた公開書簡の一節で、「世界がいま必要とし 格的な人口減少社会の到来により、国内旅行市場の縮
ているのは『健全な復興』だ」と訴えています。ギャ 小が懸念をされる中、本道の観光産業を発展させてい
ンブル依存症をはじめ、社会に多大な害悪を広げるカ くためには、新型コロナウイルス感染症への対応はも
ジノは断念すべきと考えますが、知事はまだすがりつ とより、道内空港の一体的運営やアドベンチャートラ
くおつもりなのか、伺います。 ベルなどの取組を推進し、中長期的な視点による、新

たなインバウンドの取り込み方策を検討しながら、観
光需要を獲得していくことが必要であると考えており
ます。
このため、道としては、苫小牧市と連携して自然環

境への影響対策をはじめ、交通アクセスや上下水道と
いったインフラ整備など、候補地の特定に向け幅広く
検討を行い、北海道らしいＩＲのコンセプトの構築に
向け、国の動向を注視しながら、計画的に取り組んで
まいる考えであります。

（菊地委員）
知事はあくまで固執の姿勢ですが、引き続きこの問

題については、議論させていただきたいと思います。


